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実践研究とは何か

❖ 「実践」を「研究」すること？ 

❖ 「実践」を「研究」するための方法？

客観的 科学的

実践の基礎 専門用語

現場との乖離

→　そもそも「研究」って何だろうか？



実践研究とは何か

プロジェクトワーク型の実践 

「実践」の意味を理解したい 

　　　 

　　　　 

　　　　 

　　　　

自分たちは何をしているのか。
やっていることにどのような意味があるのか。
どうすれば、もっとよくなるのか。
研究をしたい。



実践研究とは何か

実践を「研究」するための方法として 

Action Research に注目 

→Action Researchは 

　実践を研究するための方法ではない。 

　　　　　　　　　　　実践研究という新しいパラダイム



実践研究とは何か

研究の立場 研究方法

実証主義 量的研究 統計

解釈主義 質的研究 エスノグラフィ、ライフストーリー

批判的 アクションリサーチ実践研究



実践研究の三つのキーワード

!
「批判的」（critical）：自らの実践が置かれている社会的 

　　状況，実践を形づけている「枠組み」を検証し，より 

　　よいものへと再構成しようとする態度 
!
「省察」（reflection）：「批判的」に実践について考察 

　　すること 
!
「協働」（collaboration）：実践への参加者を実践研究に 

　　巻き込み，共に実践の改善へと向かうこと



批判的省察

社会的文脈：自分の教えている場所の意味は？ 

　　　　　　どうすれば、留学生の就職を支援したことになる 

　　　　　　のか？ 

自分の教育観：日本語教育ってそもそも何なのか？ 

　　　　　　　自分はどうしてそういう教育観をもっているの　　 

　　　　　　　か？

一度、「　　　」に入れてみる！



協働

第一の協働：実践を共有している人 

　　　　　　同僚、学習者など 

第二の協働：実践研究という問題意識を共有している人 

!

「なぜ協働か」：実践を改善していく行為＝実践研究 

　　　　　　　　実践は一人では改善できない（難しい！）



実践研究とは

実践研究：実践への参加者たちが協働で批判的省察を

行い，その実践を社会的により良いものにしてい

くための実践＝研究



実践研究の意義１ー「実践研究」という概念の意義

①　日本語教育実践を社会的文脈の中で問い直す。 

②　日本語教育研究における実践研究の意味を再構築 

　　する。 

③　日本語教育の実践研究共同体を構築する。



実践研究の意義２ー「実践研究」を書く/読むことの意義

①　FBがもらえる→さらなる「実践」の改善へ。 

②　自分の実践を考えるための「リソース」となる。 

③　新しい実践研究へとつながる。



「リソース」としての実践研究

①　社会的文脈が描かれている。 

②　「私」の立場・感情、その変化の過程が描かれて 

　　いる。 

→　共有できる。共感できる。 

　　比較できる。批判できる。

「日本語教育」の前提を絶対化しない。 

「私」「私の実践」を脱文脈化しない。



新しい実践研究へ

実践研究者の協働が新しい実践研究へとつながる



具体例ーイベント企画プロジェクト

【本書第６章より】 

問題意識：留学生の大学内の交流 

改善：問題意識の共有　→　実践の共有へ



最後にー本書の意義と今後の展開

本書作成のプロセス 

→　実践研究を実践/研究する「実践研究」 

→　新しい実践研究/実践研究共同体の発展へ 

→　言語文化教育研究学会の設立へ



実践研究共同体としての言語文化教育研究学会


